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飼育水槽中におけるB"Syco""""(L.)による

』んγ""α伽77Ze7'Ce"α伽L.の摂食行為の観察

真野勝友＊

BWSy"卸の摂食行動が見られたのは同年3月19日午後

のことで，採集から約2ケ月ほど後のことであった。こ

の間の2ケ月はaiSy""の摂食行動は認められておらず，

ほぼ空腹の状態であったとみられる。

この報告は，研究用の二枚貝(""""αﾉ""re7℃e"α"α

L. :Veneridae)を飼育水槽中に放置していた時；たまた

ま同一水槽中に投入しておいた巻貝(Bzfsy"""""L. :

Melongenidae)がこの二枚貝を捕え，摂食行動を行なう

のを目燈したときの記録である。

この観察を通して，a“"”の食害行為に関する従来

の報告(Copelandl918,Magalhaesl948, andCarriker

l951）を確認すると共に，化石を通して，古生物の各個

古生態を考察する上で，貴重な資料を提供するものと考

えられるので報告する。

なお，飼育水槽中には， このほかに， ワタリガニ

(Q7/"""/ess""zfs), ヒトデ， ヒバリガイ(B'zzchy""IEs

gxMs/"s)等も同時に飼育していたが，これらのうち， ワタ

リガニーB"c旭伽"/gS,ヒトデー〃g'”"αﾉ”等の間でもそ

れぞれ前者による摂食関係が翠られている。

この報告にあたって，研究の便宜をはかって頂いた南

カロナイナ州立大学電子顕微鏡センター所長渡部哲光教

授および同センターの研究員の方煮にお礼申し上げる。

II BuSyconの摂食行動の観察

飼育水槽内でのBWSy"〃の摂食行動を見ると以下のよ

うな順序で行われた。

1 . 〃ん？“"α'池への接近二本の触角を前に垂れ下げる

ように， また水管を水管溝よりも長く伸ばし，先端部を

やや垂れ下げ，やや左右にゆらすように動かしながら接

近していった。

2．腹足先端がj姥ﾉ唾"α”に接すると，腹足を広げ，た

ちまちA"'℃g"α'”をその右殻側から完全に包み，左殻側

を残すような形でかかえ込んだ。

このときBZ"""の殼体は水管溝を上にし，殼頂と体
てい

層の疎状結節とで鼎立する状態のいわゆる逆立ちの状態

となった。この姿勢はその後も全く変えなかった（図

1)。

勤鋤"”の水管は,はじめのうちは伸びていたが,その

後かなり縮少し，水管溝前端より内側まで縮んだ，触角

も見えなくなる。

〃どﾉでe""滋は捕えられてからは二枚の殻を堅く閉ざし

たままであった。

3.B"Sy""は時灸j1"7彰泥"麺を足で包桑直すように腹

足のしわの位置を少しずつ変えながら， 2～3ケ所に大

きなしわをつくり，腹足を縮めている。これにより，か

なり強い力を二枚貝に加えているようである(図2)｡こ
の状態がしばらく続いた。

4. JI"jw""救を捕えてから約25分後, BzzSy"泥は殻口

外唇縁の中央からやや水管溝寄りの部分を用いて，その

ナイフ様の薄く，直線的な殼縁端を，堅く閉じている

jwE？”"α"sの二枚の殻の咬合部をその咬合面に沿って切

り込みを入れたり．前後にゆっくり動かし，押しつける

I 材料と方法

1 材料はいずれも，大西洋に面した，米国東岸，

SouthCarolina州Georg､ownにある同州立大臨海実験

所付近のsaltmarshの発達する入江(inlet)で1976年1

月18日に採集したものである。

＆心“》zは動きは活発ではないが，冬期でも活動して

おり，深さ1mほどの砂底を歩這しているところを網で

捕獲した。大きさは,殼長で約25cmであった。j"？""""tz

は三角州の浅瀬で採集した。

採集した試料は同日同水域で採取した海水と共に飼育

水槽に入れておいた。光は通常の室内の明るさであり，

室内は空調により18～19℃に保たれ，水槽の水温もほ堂

同様の温度であった。水槽中の水はエアポンブにより自

然海水を循環式にろ過する方法で浄化した。海水は2

～3週間おきに全体の2/3ほどを自然海水に交換した。

KatsutomoMano: Observationof the feedingbehaviorofafSj'co""""(Gastropoda) onj化ｻ惚れα"α

"z9l""""(Bivalvia) in aquarium.

筑波大学学校教育部
本
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図1～7 B"Sy""の摂食行動を示すスケッチ。
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6.aZSy"〃の摂食開始後約30分後，それまで〃"“'29‐

"αを大きく包んでいた腹足が動き始め包囲をゆるめる。

このため,"W""α'ねの殻が見え出す｡二枚貝の殻の開い

た状態の一部が認められる。その隙間から忙しく動く

Bz"IcIﾌ〃の太い吻がわずかに認められた。最後の残りを

食べている様子がうかがえる（図5)。

7． この後数分で，二枚の殻を包む腹足が再び大きく動

き出し,〃E'℃e"α'趣の殻を解放し始め,ついに二枚の殻を

水槽底に放置した。ここで， A"'‘"'奴施の殻は完全に開

き，殻だけが残り，内の軟体部は肉柱筋をはじめすべて

失われていた。

B2fSyco"は水管をやや伸し始め，腹足で這い出す体制

にもどり，殼体も殼軸が水平の状態となる（図6)。

8． さらにその数分後にはaJSy""は"E'""""の殻

をその場に残し，他所へ向って這出した。水管や触角は

進行方向に大きく伸し，下に垂れ下げ，ゆっくり動かす。
ほぼ最初の姿勢である（図7．8)。

7 脚?4､”た“”7』

行動を開始した。このとき〃&"Te"""の殻腹縁は政“‐

”〃の外唇縁が強く押し当てられたときに，少しずつ壊

される（図3)。

5その後約10分後，度重なるB冴班”の殻破壊行動の

結果〃b'“"α'”の殻腹縁の破損が進行し,今まで隙間な

く閉ざしてL､た二枚の殻の間に細長い隙間が生じた。

BI"'"〃はこの隙間に殻口外唇縁を挿入することに成功

する。こうして,それまで堅く閉じられていたjl"'""""

の二枚の殻は，腹縁部からこじ開けられた。

すると，今まで〃を'”"α'”の右殻を包んでいた腹足が

動き出し，左殼も大きく包み込みはじめた。この時，わ

ずかな隙間から二枚の殼内に挿入されたBMSJrU〃の吻を
見ることができた。この段階で,B"Syco〃の摂食が始まっ

たものと象ることができる。水管はわずかながら縮む。

Ⅲ考察

l.B"Sy""の摂食行動について

BzfSjID泥の摂食行動は年間を通じて一定しているわけ

ではなく，一般に夏季には夜間主として行動し，ひんぱ

んに貝類を摂食，冬季には行動は昼間となり，時を二枚

貝類を摂食するという。摂食しない期間が1ケ月に及ぶ

ことも珍しいことではないという(Moris, eta1. 1980)。

afSy"〃の摂食の対象にはOs"","y"js, 〃"zg""".

nZgEJzIsJPSO""などがある。Os"惣αなどを摂食する場

合は,Os"甑が自然開殻している状態のところを盈ZSyCO"

が水管を内に挿入し食べてしまうという(Moris, et

a1. 1980)。この例は，本報告と異なる摂食方法である。

Text fig.説明

1. pm. 1 : 00 B"Sy""は二枚貝(""""α'")を腹足で大きくつつみ，殻は体層の第1,第2刺と第2螺層の1
刺とで三脚を作り．殻頂を下に，水管溝を上にして立つ。この状態が以後ずっと続く。
水管ははじめ長く伸びていたが，かなり縮んで，水管溝近くにまで至る。

2. pm. 1 ; 15 BWSy"〃は二枚貝を腹足で包み直すようにやや動かし，〃‘'”宛α，趣を更に大きく包む。
3. pm. 1 : 24 いよいよ二枚貝の腹縁にするどい刃のような殻口外唇縁端を上下にこすりながら，二枚の殻の間
に押し込むところ。この行動は何度か繰り返される。このとき，二枚貝の殼腹縁の一部が壊される。
4. pm. 1: 28 たび重なる破壊行動のために,二枚貝の腹縁部にすき間が生じた。この隙間に沿って刃のような
BMi)zwzの殻口外唇縁端が差し込まれた。はじめ，この外唇縁は浅く，そして次第に二枚貝の間深く差し込まれていっ
た。この間に，及心'””の吻が二枚貝中に挿入され貝の食事が始まった。
水管はわずかながら，やや力が入るかのように縮まる。

5. pm. 2 : 03 わずかながら腹足が外へ膨らむような小さい衝撃を感じたあと，二枚貝の中味はほとんど食べつ
くされ，殻だけとなってB"Syco〃は殻を腹足の捕捉から解き放ち始める。このとき開きかけた二枚貝の殻の奥の方に
太く長い吻の一部動くのが見える。最後の一片を食べているかのようである。
6. pm. 2 : 10 i"℃“α'ねの殻の内部は完全に食べつくされ，殻と靭帯部を残して, BWSy"蝿は立ち去る。
捕食中は収縮したままであまり動きを示さなかった水管がやや伸び始める。
7. pm. 2 : 15 食べ終ったB"Syco〃は捕捉前の時のような，ゆう然とした態勢で他へ移動した。
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ちに，〃"℃g"a?”に行き当るが，流れの下流側に来て
雌ﾉ℃‘""'”の方向の確認ができることで獲物への到達が

可能となろう。

MIss""Msの場合，肉片を静止水中では10cm,流水中で

iX6m以上も離れても感知でき，時には流れの上流側へ

餌を求めて30mも移動するという (Macginitie 1935)。

B"鋤"”の場合もおそらく’同様の状況下での判断が行

われているものと見られる。

本報告で見られたBziSy"〃の摂食の行動を分析してみ

ると次のような四つの段階が認められる。

1）対象の認知から接近・捕捉まで

2）対象の確保から開殻まで

3）対象の摂食開始から終了まで

4）残骸の放棄と移動

これら4段階について以下に分析を加えて象る。

1）対象の認知から接近・捕捉まで

BMiy""の移動中の姿勢ば殻口から腹足を出し，腹足

が体全体を支え，殻はほぼ水底から遊離している。水管

は水管溝中からやや長く伸し，下方にやや垂れ下った状

態を呈する。触角は進行方向に水底にすれすれに垂らし

ながら進む。こうした行動は他の多くの腹足類にみられ

る現象である(Copeland, 1918;Brock, 1933, 36)。遊

動の速さは30cn,/10分位のゆっくりした速さであった｡こ

のようなB"Sy""の姿勢は獲物の認知の方法とも関係し

ているようである。

B"Sy""の摂食対象物，いわゆる獲物の認知方法ば水

管を通して，獲物から出る特有の化学物質を体腔内部に

ある化学受容器に伝わることによるものとみられている

(Kohn, 1961)。この場合の触角の働きは明らかでない。

本報告の場合もおそらく，同様の方法で狸物の認知が

行われたものと見られるが，獲物の捕捉までにはかなり

複雑な過程が考えられる。すなわち,本報告の場合B"Cy-

“〃による摂食行動は水槽内で同居が始まってから約2

ケ月のことであること。その上， どのような契機で摂食

行動になったかが問題である。

この期間中水槽中にはおそらく雌泌""'"の{嗅〃は

循環水によって充満していたものと考えられる。この

｛膜"はB"Sy"〃によっても,その化学受容器によって感

知されてb､たものと考えられる。ただし，それにより，

直ちに食欲が刺激されたからかは明らかでないが，たと

えB"SycD"の帆食欲"が刺激されていた場合でも，水槽全

体に〃も"髭""地の､膜〃が充満していた場合，その存在

の方向や位置を決めることは困難と考えられる。なぜな

ら,B"Syco邦が〃"℃e"α'"を化学的に知覚できても,その

＄嗅〃の濃淡を識別することで，その嗅の中心や嗅の流

れ来る方向を知り，それを追跡することで獲物に到達で

きるものと考えられるので，水槽のような場合，水の流

れがぼぽ一定しており，捕食者，被捕食者の位置関係に

よってはその時点で嗅いの知覚による位置や方向の決

定にはかなりの差が生じる。流れの上流に〃"℃“α池が

あって，その｛嗅〃が流れに乗って， より高濃度の流れ

を作っていればBz"!cO72はおそらく，その方向の認知は

可能であろう｡そうでない場合は,流れの中で､膜〃が

拡散してしまい,""""α"αの方向を知ることは困難に

なろう。

したがって，一般にはB"y"〃が動きまわっているう

2．盤物の捕狸から開殻まで

Bz"'""による"W""""の捕獲はきわめて早いもの

であった。捕穫直前のBWSy"""40～50cm離れてろ

た狸物にほぼ直行し，すべるようにその腹足で灌物にお

おいかぶさった。その後，腹足下面で狸物のMを擁"α'池

を抱きかかえながら，前述のいくつかの行動を取った。

そのうち, JI"""""へのしめつけ,開殼に適切な位置ま

で，その殻の回転運動を腹足内で行なうなどの行動は順

序だった行動とは云え，観察者に一種の驚きを与える。

これはおそらく度重なる行動の経験を通して，あたかも

$'記憶〃しているかのような印象を与える。これは何か，

腹足による11つかみごこち〃というような，触角による

一種のパターンの認識があるのではないかとも想像させ

る。この行動はすでにCarriker(1951)およびMorris, etal

（1980）によっても報告されており，今回が特別な行動

でばないと考えられる。

引続いて，二枚の殻の開殻行動に移るが，殻口外唇縁

による開殻行動および二枚貝殼腹縁の破壊行動にみられ

る,a“"泥の外唇縁の動かし方もまた驚きである。この

行動そのものは，殻軸から発達する収足縮の働きによる

もので，本来は殼内に腹足を収納するための働きである。

これを逆に二枚貝を支持点として外唇縁を動かす応用も

巧みである。

これに対して,〃"℃2"α'”の側では,二枚貝の閉殻が防

御の第一手段であり，第二は，殻腹内縁の鋸歯状小彫刻

による左右両殻のかみ合せがある。にもかかわらず，

B"Sycりれの攻繋の前には及ばず,破壊されてしまう。この

腹縁部は殻全体のうちで先端に向って薄くなるところで，

強度としては最も弱いところである。

この腹縁の破壊が進行したところで, B2fSy"泥はその

外唇縁をナイフのようにこの隙間に差込む。更に，すか

さず吻をこの隙間から入れる。ここにも次の食に至る統

一の取れた行動が見られる。

なお, B"Sy""による開殼行動で〃E"e""”の殻に生

じた傷跡は腹縁部のこの傷の承であった。

3．摂食

〃E》“""”の殻をこじ開けた蔵《Sy""は直ちに吻をこ

の隙間から挿入し，摂食を開始する様であるが， この様
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唇縁以外の水管溝の部分に破壊と修復のあとが象られる

が， このような例は二枚貝の摂食との関係を求めること

は困難である。

一方，〃な》“抑"'菰の殼腹縁の破損の部位は，ほぼ中央

から，その前後付近に多くの傷あとがみられた。このよ

うな部位が最も傷つきやすい所と見られる。また，戯“'‐

”〃のような場合,腹縁部の方が殻をこじ開けやすく，吻

も挿入しやすいことは二枚貝の殻の形や構造から容易に

考えられることである。しかも，このことは,Bzzqy""の

腹足によるMEJ""α，惣の殻の位置の選別の様子を見て

も明らかであろう。

このように見て来ると, B"Syc"zとM"""α"αとの関

係に限らず、保存良好な化石の場合では，殼体に残され

た成長線にみられる破損とみられる傷，あるいは殻の縁

辺部の破損の位置によっては捕食者，被捕食者の関係を

明らかにする上での有力な手がかりになるものと考えら

れる。これが多くの個体数で見られればより信頼性の高

いものとなろう。

子は腹足におおわれていて全く観察できない。摂食が進

み，最後の段階で，二枚の殻がぱっと開殻するときのわ

ずかな衝撃が殻を包んでいる腹足に伝わるのが観察され

る．その後間もなく, B"S)'"〃は二枚の殻の放出を開始，

そのわずかな間に殻の内部で吻が忙しく動いているのが

見られたが，その後殻を放出するときに憾吻は見られな

いc

この間の内部の様子を推定してみると，先ず，軟体部

のおそらく内臓部分の食害からはじまり，斧足，外套膜

におよび最後に肉柱筋の食害で終る。このうち， 肉柱筋

の食害により殻が開放さたるが， この開放のショックが

上述のように，食害の最後の段階のわずかな衝激で現わ

されている。この後も，殻には着する最後の肉柱筋もき

れいに摂食して完了するようである。この摂食の過程に

ついては今までにも詳し、報告が象られない。

4殻の放棄と移動

摂食終了後の殻の放棄は速やかに行われ|, B"Sy"〃は

間もなく， この二枚貝の残骸をその場に置いて，他所へ

移動を開始する。この時の姿勢はそれまで倒立状態であ

った殼体を水平に倒し．水管溝を前方に向け，ゆっくり

と前進をはじめる。このときの姿勢は最初のMk"""α"α

に近づくまでの時のものとほとんど変りなかった。
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5．貝殻の形態と貝殻構造について

BzfSy"〃による二枚貝の食害行動が後に記録として残

されるのは．両者の殼体にのゑである。B"Syco〃は決っ

て，二枚貝の腹縁をそのするどい刃物のような殻口外唇
縁のほぼ中央部を用いて，咬合面に沿って巧みに差し込

む。

この際，籾ejgg"fzMzの場合，殻の咬合部では両殼腹縁

にあるcrenurationが互いに咬み合っているので,簡単に

は外唇縁を差し込めない｡そこで,"E7℃e"α'加の部厚い殻

ではあるが,比較的衝激にはもろい均質構造と複合稜柱構
造からなる殻の模に薄くなっている先端部にBMSyco犯は

外唇縁を押し当てて破壊する。戯心切'1の殻体は交差板

構造からなっていて，構造からみた殻の強さ，丈夫さは

均質構造よりやや優れている(Taylor and Layman,

1972)。この場合では，殻全体としての強さよりも，一点

に集中した時の力に対するその部分の強度が重要な要素

となっている。この時の破壊も最小限の破壊に止まって

おり, jl姥？℃"7""αの殻縁にわずかに内部に通じる隙間が

生じると,B2"昭0泥はそこを手がかりとして,薄い刃のよ

うな殻口外唇縁を，固く合弁状態にある二枚の殻の間に

入れてしまったのである。

BrfSy"'zはこのような攻撃の時に，殻口外唇縁を破壊

することもあることは，成長線の配列を桑ても明らかに

推定がつくことである。これらの成長線をみると殻口外

Observationof the feedingbehaviorofBuSyconca"ca

(Ga､ropoda) onMercenariamercenar/a (BivaIvia) in

aquarIum．

Abstract

The feeding behavior of afSy"" """ onThe feeding behavior of afSy”” αz”“ on
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ME7℃g〃α7"wasobservedinaquarium. Followingfour

stepswererecognizedbytheanalysisof thefeeding

behavior The first step isapproach to〃@'"""",

Thesecond iscaptureof /I"'"|"α7"andopeningof

shell valves. The third is feeding Andthe last is

releasingbivalvesand leavingthespot・ Thesefom･

stepswerepreciSelydiscussedon thebases of the

observarion.

The shell structures of these twomolluscswere

discussedfromtheviewpoint ofstrengthofshell at

the time of opening action on shell byB"Sy""

PaleObiologicalmeaningsof thisbehaviorwere also

pointedout

(1983年7月15日受理）

◆論文紹介・本の紹介◆◆

~208kyrBpとなるだろうという。この値は,酸素同位体

ステージの125kyrBp(5stage),210kyr(7stage)と対

比できるだろうという。

M""“の場合で考えると, JV;"""sが，．

ひ"“〃と同じ岩相（同層準）からのでばアミノ酸比が似

ているので， ，． 〃"卿如のときと同じ方法を使って年代

を決めると0.138の比は～137kyl･Bp, 0.216は～221kyr-

Bpとなった。

R 2ﾉ"""と皿〃"“でも, D－アロイソロイシ

ンとL/イソロイシンの比が大きい場合は～210kyrBp

と古い堆積物からということになるが， これら古い堆積

物は分布も狭く，浸食されてしまっている。

ゴワ半島の大部分の堆積物は，淘汰が不十分な，大小

の局地的・外来礫を含む岩相であるが，その堆積物年代

はその岩相に含まれる貝殻のアミノ酸比から12万5000年

前のものと推定してみた。

（堀田信子）

洪積世の貝殻のアミノ酸比から年代推定を行なう法。

K. H. Daries(1983) :

Aminoacidanalysis ofPleistocenemarinemolluscs

fromtheGowerPenins'11a

Nature, 302, 137～139

層位学的な検討がなされている， イギリスウェールズ

のゴワ半島の洪積世海岸の十数カ所の海岸堆積物中から

確かに異地性の軟体動物貝殻（成殻）一助彪脆〃"“雌

と恥'""z""jWsを採取し，そのアミノ酸分析を行な

I,､, D－アロイソロイシン/L一イソロイシンの比とそ

の堆積物の年代を関連づけようとする報告である。

L一イソロイシンは，生物の死後D－アロイソロイシ

ンに異性化することが知られており，その比は0から1

3±005で平衡化するという。

平衡に達するまでには，種と温度に依存してその時間

が決まるため、標本は限られた地理域からのものを分析

してきた。分析部位による比の変化の検討さらに， コロ

ラド大学で分析しても，ほぼ同様の比の値となることが

確かめられたとして考察に入って↓､る。

R"""では, 3つのグループに，〃〃"""sで

は， 2つのグループにその比を分けることができた。大

きい値のグループのものは，層位学的に染て古い岩相か

らの標本の場合である。ジェルシー海岸から8m上の洞

穴の石灰華物から得た～121kyl･Bpの年代と，その洞穴

からのR〃"妙如のD－アロイソロイシン/L一イソ

ロイシンの比0.123を結びつけて考え,これをゴワ半島の

ものに応用していった。

また，種の活性主がわからずじまいであるか,R

"‘妙趣の種の動力学平衡速度計算から,堆積物の年代見

積もりを試みると．0134の比は～134kyrBpに､0.203は

楊鐘健文集

《楊鐘健文集》編輯委員会編

科学出版社（1982） 精装3.65元（￥1.830）
平装2.70元（¥1.350）

中国の古脊椎動物学界を一貫してリードし続けてきた
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